
「学校マネジメント」推進指針

～「芯の通った学校組織」を活用した教育課題の解決に向けて～

【概要】

＜策定のポイント＞

① 令 和 ６ 年 度 以 降 の「 芯 の 通 っ た 学 校 組 織」 の 取組 は 、「 学 校 マ ネ ジ メ ン ト 」と「 学

校 マ ネ ジ メ ン ト を 活 用 し た 取 組 （ 学 校 マ ネ ジ メ ン ト を 活 用 し て 学 校 の 諸 課 題 を 解 決

す る 取 組 ）」の２ 段 階 構 造として整理

② 指 針 で は 、「 学 校 マ ネ ジ メ ン ト 」 を 恒 常 的 取 組 と し て 整 理 し 基 盤 と し て 位 置 づ けつ

つ 、 学 力 ・ 体 力 ・ い じ め ・ 不 登 校 な ど の マ ネ ジ メ ン ト を 活 用 し て 解 決 す る こ と が 期

待 さ れ る 諸 課 題 の 具 体 的 内 容 は 、 単 年 度 ご と に 「 取 組 方 針 」 と し て 定 め る こ と で 、

今日的教育課題に機動的に対応することを目指す

（ 従 来 の ス テ ー ジ 制 か ら の 転 換 ）

③ 指 針 で は 、 こ れ ま で の プ ラ ン に お い て 、 ス テ ー ジ を 更 新 す る 都 度 記 載 し て こ な か

っ た 「 芯 の 通 っ た 学 校 組 織 」 の 取 組 の 必 要 性 等 に つ い て 再 記 載 ・ 再 定 義 す る と と も

に 、 保 護 者 や 地 域 の 方 、 本 県 で 教 員 を 目 指 す 方 等 教 育 関 係 者 以 外 の 多 く の 方 が 手 に

取 り や す い よ う で き る 限 り 平 易 な 表 現とすることに努める
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＜指針の概要＞

１．「芯の通った学校組織」の趣旨・必要性

（ 1）「 芯 の 通 っ た 学 校 組 織 」 と は

校長のリーダーシップの下、全ての教職員が目標達成に向けて組織的に教育活動に取

り 組 む 学 校 → 「 目 標 達 成 マ ネ ジ メ ン ト 」 と 「 組 織 マ ネ ジ メ ン ト 」 が 機 能 し て い る 学 校

■ 学 力 ・ 体 力 向 上 等 に 向 け て 学 校 の 具 体 的 な 目 標 や 取 組 が 設 定 さ れ 、 そ の 達 成 の た

めに学校全体で検証・改善を繰り返す学校

→ 目標（ 芯 ）の達成に向けた組織的な取組を行う学校組織

目標達成マネジメント

■ こ の よ う な 取 組 を 行 う 基 盤 と し て 校 長 等 管 理 職 の 下 、 ミ ド ル リ ー ダ ー た る 主 任 等

が効果的に機能する学校運営体制が構築されている学校組織

→ 目標達成に向けた組織的な意思決定や取組の基盤となる学校運営体制（ 芯 ）

組織マネジメント

（ 2）「 目 標 達 成 に 向 け た 組 織 的 な 取 組 」 の 必 要 性  な ぜ 組 織 的 取 組 が 必 要 な の か  

○持続的・発展的な学校改善を進めるため

○指導力向上や問題等への早期対応を図るため

○学校が最大のパフォーマンスを発揮するため

（ 3）「 基 盤 と な る 学 校 運 営 体 制 」 の 必 要 性

○「目標達成に向けた組織的な取組」を進めるためには、校長の下でリーダーシップを

発揮できる体制（学校のミドルリーダーたる主任等が各分野の責任者としてリーダー

シップを発揮する体制）の確立が必要

○管理職・主要主任等からなる「運営委員会」の活用による学校運営（校長のリーダー

シップを補助）

教 職 員 の 参 画 意 識 を 高 め な が ら 目 標 達 成 に 向 け た 組 織 的 な 取 組 が 可 能 に

２．求められる「学校マネジメント」

（ 1） 目 標 達 成 マ ネ ジ メ ン ト

子どもたちの実態や地域のニーズ、時代の要請に見合った教育目標を掲げ、学校の喫

緊の課題を踏まえた具体的な重点目標や取組を設定、実践し、取組の検証・改善を繰り

返しながら、持続的・発展的な教育活動を実現するマネジメント

（ 2） 組 織 マ ネ ジ メ ン ト

目標達成に向けた組織的な取組を効果的に進めるため、校長のリーダーシップの下、

主任等が管理職と他の教職員をつなぐ役割を担うとともに、分掌間の連携を密にしなが

ら校長のリーダーシップを支える学校運営体制を構築するマネジメント
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（ 3） 家 庭 ・ 地 域 と の 「 連 携 と 分 担 」 に よ る マ ネ ジ メ ン ト （ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 協 働 ）

学校が様々な課題に対処するためには、従来型のマネジメントだけで対処するには限

界 が あ る 。校 長 を 中 心 に 前 述 （ １ ）（ ２ ） のマ ネ ジメ ン トの 強 化 を図 る とと も に、 特 に

学校外との関係において、「連携と分担」によるマネジメントを実現することが重要

【「 地 域 と と も に あ る 学 校 」 づ く り の 推 進 】

学 校 は 、 地 域 社 会 の 中 で そ の 役 割 を 果 た し 、 地 域 と 共 に 発 展 し て い く こ と が 重

要 で あ り 、 ど の よ う な 子 ど も た ち を 育 て る の か 、 何 を 実 現 し て い く の か と い う 目

標 や ビ ジ ョ ン を 地 域 住 民 等 と 共 有 し 、 地 域 と 一 体 と な っ て 子 ど も た ち を 育 む 「 地

域とともにある学校」づくりを推進する必要がある。

【 本 県 に お け る 「 地 域 と と も に あ る 学 校 」 と は 】

学 校 と 地 域 が パ ー ト ナ ー と い う 関 係 の 下 、 そ れ ぞ れ が 当 事 者 と し て 「 参 画 」 し

な が ら 、 共 に 子 ど も た ち を 育 て 、 そ の こ と を 通 じ て 共 に こ れ か ら の 学 校 や 地 域 を

創 る と い う 理 念 に 立 つ 。 そ の 上 で 、 支 援 を 超 え て 目 的 を 共 有 し 、 長 期 的 な 「 双 方

向 性 」 の あ る 展 望 を 持 っ た 「 連 携 ・ 協 働 」 を 行 う こ と が で き る 関 係 を 構 築 し た 学

校を、本県における「地域とともにある学校」の目指すべき姿とする。

３．学校マネジメントを活用して解決することが期待される諸課題

策定のポイント②参照

４．県教育委員会による学校マネジメントに係る指導・支援

（ 1） 教 育 事 務 所 に よ る 指 導 ・ 支 援

関係市町村教委と連携の上、全ての市町村立学校への学校訪問による指導・支援を年

間２回実施するとともに、必要に応じて追加訪問を実施。また、各種マネジメントツー

ルの作成方法等の困りに際しては、学校マネジメント相談窓口にて対応

（ 2） 県 立 学 校 へ の 指 導 ・ 支 援

第三者評価をより実効性の高いものとし、県立学校と県教委が視点を揃えて学校の組

織的課題解決力の向上に取り組むため、面談や学校訪問、第三者評価等を通して学校マ

ネジメントに係る指導・支援を実施

（ 3） 学 校 マ ネ ジ メ ン ト に 係 る 指 導 ・ 支 援 の 観 点

学校マネジメントに係る指導・支援は、以下４つの観点を中心に実施

【学校マネジメント４つの観点】

目標達成マネジメント

〈観点Ⅰ〉学校の教育目標、重点目標等の設定・共有

〈観点Ⅱ〉短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施

組織マネジメント

〈観点Ⅲ〉主任等が効果的に機能する学校運営体制

（ミドル・アップダウン・マネジメント、効果的・効率的なチーム体制の構築）

家庭・地域との「連携と分担」によるマネジメント

〈観点Ⅳ〉学校・家庭・地域による目標の共有・協働

3


